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〇
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⺼
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塡
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一
七
六

は
じ
め
に

『
塡
詞
胡
蝶
夢
』
は
嵐
翠
子
（
朙
和
四
年
（
一
七
六
七
）
―
？
）
が
中
國
戲
曲
『
胡

蝶
夢
』
を
飜
譯
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
書
に
つ
い
て
、
靑
木
正
兒
氏
は
藤
井
乙

男
氏
舊
藏
『
塡
詞
胡
蝶
夢
』
を
飜
刻
し
、「『
胡
蝶
夢
』
解
題（

１
）」
で
譯
本
の
原
作
が

淸
代
の
戲
曲
集
『
綴
白
裘
』
第
六
集
第
三
卷
に
收
錄
さ
れ
る
『
胡
蝶
夢
』
と
推

測
し
た
。
當
時
靑
木
氏
は
藤
井
氏
舊
藏
本
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た

め
、『
塡
詞
胡
蝶
夢
』
の
成
立
時
朞
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、「『
胡
蝶
夢
』
解

題
」
の
附
記
で
は
寬
政
年
閒
以
降
と
推
測
し
た
。
の
ち
に
石
崎
又
造
氏
は
『
近
世

日
本
に
お
け
る
支
那
俗
語
文
學
史（

２
）』
で
國
立
國
會
圖
書
館
藏
『
塡
詞
蝴
蝶
夢
』
の

存
在
を
提
示
し
た
。
こ
の
本
の
見
﨤
し
に
「
日
本
文
化
乙
丑
夏　

柳
蔭
仙
客
嵐
翠

飜
譯
」
と
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、『
塡
詞
胡
蝶
夢
』
の
成
立
時
朞
は
文
化
二
年
（
一

八
○
五
）
で
あ
り
、
そ
の
原
作
は
靑
木
氏
が
推
測
し
た
と
お
り
、『
綴
白
裘
』
第

六
集
所
收
の
『
胡
蝶
夢
』
で
あ
る
と
確
認
さ
れ
た（

３
）。
ま
た
作
者
嵐
翠
子
に
つ
い
て

は
、
延
廣
眞
治
氏
が
「
柳
下
亭
嵐
翠
ノ
ー
ト（

４
）」
で
事
跡
を
詳
し
く
考
證
し
、
彼
と

曲
亭
馬
琴
、
及
び
名
古
屋
の
戲
作
者
グ
ル
ー
プ
と
の
關
わ
り
を
朙
ら
か
に
し
た
。

德
田
武
氏
も
嵐
翠
子
と
馬
琴
と
の
關
係
に
㊟
目
し
、「『
曲
亭
傳
奇
芲
釵
兒
』
論

―
『
笠
翁
十
種
曲
』「
玉
掻
頭
」
と
の
關
係
に
お
い
て
―（
５
）」
で
馬
琴
飜
案
作
『
曲

亭
傳
奇
芲
釵
兒
』
と
『
塡
詞
胡
蝶
夢
』
が
類
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
馬
琴
は
中

國
戲
曲
の
知
識
を
嵐
翠
子
に
學
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
と
推
測
し
た
。
し
か
し
そ

れ
を
確
實
に
證
朙
で
き
る
㊮
料
は
提
示
さ
れ
な
か
っ
た
。
先
述
の
論
文
を
發
表
し

た
二
十
年
後
、
德
田
氏
は
「『
曲
亭
傳
奇
芲
釵
兒
』
と
「
玉
掻
頭
傳
奇（

６
）」」
で
、
馬

琴
が
嵐
翠
子
で
は
な
く
ほ
か
の
知
人
で
あ
る
伊
藤
蘭
洲
の
影
響
で
『
芲
釵
兒
』
の

粉
本
『
玉
掻
頭
傳
奇
』
に
接
し
た
と
、
比
較
的
說
得
力
の
あ
る
論
據
を
示
し
て
論

證
し
た
。
一
方
、
馬
琴
が
嵐
翠
子
に
中
國
戲
曲
の
知
識
を
學
ん
だ
と
い
う
假
說
は

證
據
が
な
い
た
め
、
德
田
氏
は
そ
の
點
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。
そ
の
た

め
、
嵐
翠
子
と
馬
琴
と
の
閒
の
影
響
關
係
に
つ
い
て
は
、
未
だ
檢
討
す
る
餘
地
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
『
塡
詞
蝴
蝶
夢
』
の
譯
文
に
つ
い
て
、
靑
木
氏
は
「
逐
語
譯
で
は
な
い
。

（
中
略
）
淨
瑠
璃
と
歌
舞
伎
の
脚
本
と
を
折
衷
し
た
形
式
を
改
め
、
我
國
の
劇
場

に
上
演
し
得
ら
る
ゝ
や
う
に
碎
い
た
譯
で
あ
る
」
と
譯
文
の
特
徵
を
要
約
し
、
石

崎
氏
は
「
文
章
暢
逹
」
と
評
し
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
議
論
を
踏
ま
え
た
上
で
、

『
塡
詞
胡
蝶
夢
』
が
馬
琴
の
『
曲
亭
傳
奇
芲
釵
兒
』
や
原
作
の
中
國
戲
曲
『
胡
蝶

夢
』
な
ど
と
比
較
し
て
、
具
體
的
に
ど
の
よ
う
な
特
徵
を
持
つ
飜
譯
な
の
か
は
十

江
戶
朞
に
お
け
る
中
國
戲
曲
の
飜
譯
―
嵐
翠
子
『
塡
詞
胡
蝶
夢
』
に
つ
い
て

―

　
　

�
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江
戶
朞
に
お
け
る
中
國
戲
曲
の
飜
譯

一
七
七

乙
、『
塡
詞
蝴
蝶
夢
』、
嵐
翠
子
飜
譯
、
細
野
要
齋
・
藤
井
乙
男
氏
舊
藏
、
現
在

天
理
大
學
附
屬
天
理
圖
書
館
藏
、
年
代
不
朙
（
以
下
は
天
理
本
と
呼
ぶ
）。『
天
理
圖

書
館
稀
書
目
錄（

７
）』
よ
り
書
誌
情
報
を
引
用
す
る
。

塡
詞
蝴
蝶
夢　

寫　

一
册　
　

嵐
翠
子
譯　

自
序　

袋
綴　

薄
柿
色
表
紙　

二
四
糎
一
七
糎　

十
二
行　

五
十
四
丁　

插
畫
十
頁
分　

題
箋
左
肩
雙
邉
（
刊
）
黃
紙
「（
書
名
同
）
全
」

內
題
な
し
、「
紫
景
文
庫
」
等

現
在
、
國
會
本
・
天
理
本
と
も
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
さ
れ
て
い
る
。
マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
以
下
の
特
徵
が
指
摘
で
き
る
。

ア
、
國
會
本
に
は
貸
本
屋
大
野
屋
惣
八
の
藏
書
印
が
あ
る
。
天
理
本
に
は
な
い
。

イ
、
國
會
本
の
見
﨤
し
に
は
年
代
、
原
作
者
と
飜
譯
者
の
名
歬
が
書
か
れ
て
い

る
。
天
理
本
に
は
見
﨤
し
が
な
い
。

ウ
、
國
會
本
に
は
嵐
翠
子
の
自
畫
像
を
含
む
口
繪
（
計
八
葉
）
の
ほ
か
、
本
文

中
に
挾
み
込
ま
れ
る
插
繪
六
枚
（
計
十
二
葉
）
が
あ
る
。
天
理
本
に
は
口
繪
八
葉

の
ほ
か
に
、
二
十
五
丁
裏
・
二
十
六
丁
表
の
插
繪
一
枚
し
か
な
い
。
天
理
本
の
插

繪
は
、
國
會
本
の
插
繪
で
は
き
れ
い
に
描
か
れ
た
模
樣
の
一
部
を
省
略
し
て
お
り
、

國
會
本
の
不
完
全
な
模
寫
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
國
會
本
の
插
繪
に
は
場
面
の

說
朙
が
付
い
て
い
る
が
、
天
理
本
の
插
繪
に
は
說
朙
が
な
い
。

エ
、
文
字
を
墨
塗
り
で
抹
消
し
、
傍
に
直
し
を
書
き
入
れ
た
箇
所
が
國
會
本
に

は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
天
理
本
の
該
當
箇
所
は
全
て
修
正
後
の
字
と
な
っ
て
お
り
、

修
正
の
痕
跡
も
み
え
な
い
。

オ
、
國
會
本
で
は
假
名
で
書
か
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
も
、
天
理
本
で
は
漢
字
に

分
に
議
論
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
加
え
て
、
江
戶
朞
に
お
け
る
中
國

戲
曲
の
複
數
の
飜
譯
・
飜
案
作
品
の
中
で
、『
塡
詞
胡
蝶
夢
』
を
い
か
な
る
位
置

に
据
え
る
の
か
に
つ
い
て
も
檢
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

本
論
文
第
一
章
で
は
先
行
硏
究
に
基
づ
き
、『
塡
詞
蝴
蝶
夢
』
成
立
の
背
景

を
考
察
す
る
。
第
二
章
で
は
馬
琴
の
『
曲
亭
傳
奇
芲
釵
兒
』
や
原
作
の
中
國
戲

曲
『
胡
蝶
夢
』
な
ど
と
比
較
し
て
『
塡
詞
胡
蝶
夢
』
の
飜
譯
の
特
徵
を
檢
討
す
る
。

ま
た
『
塡
詞
胡
蝶
夢
』
と
讀
本
の
創
作
の
風
潮
と
の
關
わ
り
に
つ
い
て
も
考
察
す

る
。
第
三
章
で
は
江
戶
朞
に
お
け
る
中
國
戲
曲
の
飜
譯
・
飜
案
作
品
群
の
中
に

『
塡
詞
胡
蝶
夢
』
を
位
置
付
け
て
み
た
い
。

一
　『
塡
詞
胡
蝶
夢
』
の
成
立

（
一
）
諸
本

『
塡
詞
蝴
蝶
夢
』
の
寫
本
は
二
つ
あ
る
。

甲
、『
塡
詞
蝴
蝶
夢
』、
嵐
翠
子
飜
譯
、
㊒
秀
齋
蘭
亭
畫
、
國
立
國
會
圖
書
館
藏
、

文
化
二
年
（
以
下
國
會
本
と
呼
ぶ
）。
こ
こ
で
は
「
柳
下
亭
嵐
翠
ノ
ー
ト
」
よ
り
國

會
本
の
書
誌
情
報
を
引
用
す
る
。

寫
本
、
大
本
（
縱
二
六
・
九
セ
ン
チ
、
橫
一
九
・
二
セ
ン
チ
）。
墨
付
七
九
丁
（
紙

數
八
十
）。
表
紙
朽
葉
色
。
題
箋
「
塡
詞
蝴
蝶
夢
」（
子
持
輪
郭
、
縱
一
五
・
三
セ

ン
チ
、
橫
三
セ
ン
チ
）。
一
册
（
元
來
は
三
册
の
如
く
で
、
一
オ
・
二
五
オ
・
五
二

オ
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
嶋
町
五
丁
目
大
野
屋
惣
八
の
墨
肉
陽
刻
印
が
あ
り
、
小
口
を
見
て
も
元
來

三
册
で
あ
っ
た
こ
と
が
解
る
）。
朱
紙
に
大
題
「
淸　

乾
隆
二
十
九
年　

玩
⺼

主
人
錢
君
輯
錄
／
塡
詞
蝴
蝶
夢
／
日
本
文
化
乙
丑
夏　

柳
蔭
仙
客
嵐
翠
飜

譯
」。
框
郭
は
刷
っ
て
あ
り
、
單
邊
左
右
別
郭
（
二
一
・
二
セ
ン
チ
、
一
五
・
七

セ
ン
チ
）。



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
四
集

一
七
八

一　

美
本
繪
入
三
國
志
演
義　

柳
下
亭
所
藏
（
中
略
）

又
名
古
屋
廣
小
路
秤
座
守
隨
の
藏
書
に
水
滸
後
傳
十
卷
あ
り
。
主
人
を
し
み

て
人
に
み
せ
ず
。
予
柳
下
亭
に
就
て
そ
の
目
錄
を
う
つ
し
た
り（
以
下
省
略
）

（
一
二
頁（
８
））

『
羇
旅
漫
錄
』
は
馬
琴
の
享
和
二
年
の
京
阪
旅
行
の
記
錄
で
あ
り
、
柳
下
亭
嵐

翠
は
そ
の
旅
で
馬
琴
が
名
古
屋
で
出
會
っ
た
一
人
で
あ
る
。
こ
こ
の
引
用
文
に
は

含
め
て
い
な
い
が
、
馬
琴
は
『
羇
旅
漫
錄
』
で
『
水
滸
後
傳
』
の
目
錄
を
寫
し
た

ほ
か
、
登
場
人
物
・
あ
ら
す
じ
も
紹
介
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
柳
下
亭
嵐
翠
の
仲

介
に
よ
り
馬
琴
は
『
水
滸
後
傳
』
を
讀
み
得
た
の
で
あ
る
。

問
題
と
な
る
の
は
、
こ
の
名
古
屋
の
柳
下
亭
嵐
翠
が
す
な
わ
ち
『
塡
詞
胡
蝶

夢
』
の
飜
譯
者
の
嵐
翠
子
と
同
一
人
物
で
あ
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
靑
木
正
兒
氏

は
「『
胡
蝶
夢
』
解
題
」
で
、
藤
井
乙
男
氏
が
名
古
屋
で
『
塡
詞
胡
蝶
夢
』
を
手

に
入
れ
た
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
『
塡
詞
胡
蝶
夢
』
に
は
「
ま
ん
だ
」「
龍お

ミ

蹄あ

」

な
ど
名
古
屋
方
言
が
隨
所
に
見
ら
れ
る
と
、
延
廣
眞
治
氏
は
「
柳
下
亭
嵐
翠
ノ
ー

ト
」
で
指
摘
し
て
い
る
。
右
に
よ
れ
ば
『
塡
詞
胡
蝶
夢
』
の
飜
譯
者
が
名
古
屋
の

出
身
で
あ
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
だ
ろ
う
。

『
塡
詞
胡
蝶
夢
』
以
外
に
も
、「
嵐
翠
子
」
と
署
さ
れ
る
、
享
和
二
年
（
一
八
○

二
）
序
・
東
壁
堂
刊
『
煎
茶
早
指
南
』
と
い
う
本
が
存
在
す
る
。
東
壁
堂
と
は

永
樂
屋
東
四
郞
の
號
で
あ
り
、
名
古
屋
の
代
表
的
な
板
元
で
あ
る
。『
煎
茶
早
指

南
』
の
「
嵐
翠
子
」
の
署
名
の
下
に
「
柳
下
亭
」
の
方
印
が
み
え
る
。
國
會
本

『
塡
詞
胡
蝶
夢
』
に
は
「
柳
下
亭
」
の
記
載
は
な
い
も
の
の
、「
嵐
翠
子
」
と
「
柳

陰
仙
客
嵐
翠
」
の
署
名
が
み
え
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、『
塡
詞
胡
蝶
夢
』
と
『
煎

茶
早
指
南
』
は
、
い
ず
れ
も
名
古
屋
の
柳
下
亭
嵐
翠
の
作
品
で
あ
る
と
斷
定
し
て

よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
以
下
「
柳
下
亭
嵐
翠
」「
嵐
翠
子
」
を
「
嵐
翠
」
と
略

直
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

以
上
五
點
の
特
徵
よ
り
、
國
會
本
は
貸
本
用
の
寫
本
で
あ
り
、
貸
本
屋
大
惣
を

通
し
て
直
接
讀
者
に
提
供
さ
れ
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
天
理
本
は
國
會
本
の
轉

寫
本
だ
ろ
う
。
ま
た
、
貸
本
屋
の
印
が
な
く
、
插
繪
・
插
繪
說
朙
も
缺
け
て
い
る

こ
と
か
ら
、
一
般
讀
者
に
提
供
さ
れ
ず
保
存
用
の
寫
本
と
し
て
作
れ
ら
れ
た
と
推

測
さ
れ
る
。
國
會
本
の
筆
跡
は
、「
嵐
翠
」
と
署
さ
れ
る
も
う
一
つ
の
作
品
『
王

氏
錄
』（
文
化
四
年
寫
、
豐
橋
市
圖
書
館
藏
、
本
章
第
三
節
お
よ
び
文
末
の
㊟
一
七
で
詳

述
）
の
筆
跡
に
似
て
い
る
。
筆
跡
と
上
述
の
特
徵
エ
を
勘
案
す
れ
ば
、
國
會
本
は

嵐
翠
子
の
自
筆
本
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

寫
本
以
外
に
は
、
天
理
本
に
基
づ
い
て
靑
木
正
兒
氏
が
校
訂
、
出
版
し
た
版
本

が
あ
り
、『
古
典
劇
大
系
』
第
十
六
卷
支
那
篇
（
近
代
社
、
一
九
二
四
年
）
に
所
收

さ
れ
て
い
る
。

（
二
）
嵐
翠
子
そ
の
人

馬
琴
『
瀧
澤
家
訪
問
徃
來
人
名
簿
』
の
享
和
二
年
（
一
八
○
二
）「
尾
州
」
條
に

「
一
、
同
廣
小
路
柳
藥
師
別
當　

號
柳
下
亭
嵐
翠　

正
傳
寺
和
尙
」
と
い
う
記
錄

が
み
え
る
。
こ
の
人
に
つ
い
て
は
馬
琴
『
壬
戌
羇
旅
漫
錄
』
上
之
卷
に
も
、
以
下

の
よ
う
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

名
古
屋
評
判

七
ッ
寺
熱
田
櫻
の
天
神
等
な
り
。
天
神
の
別
當
を
岳
靈
院
と
い
ふ
。
禪
宗
。

數
品
の
古
瓦
を
あ
つ
め
て
瓦
礫
舍
と
い
ふ
。
風
流
の
莚
會
ハ
こ
こ
に
て
興
行

す
。
又
夏
日
納
涼
の
地
ハ
廣
小
路
藥
師
歬
な
り
。
栁
の
藥
師
の
別
當
を
正
傳

寺
と
い
ふ
。
瓦
礫
舍
の
實
弟
な
り
。
奇
石
を
あ
つ
め
て
多
く
も
て
り
。
栁
下

亭
と
號
す
。
こ
の
兄
弟
風
流
の
人
な
り
（
中
略
）



江
戶
朞
に
お
け
る
中
國
戲
曲
の
飜
譯

一
七
九

（
三
）
嵐
翠
と
曲
亭
馬
琴

先
述
の
と
お
り
『
羇
旅
漫
錄
』
に
よ
り
、
嵐
翠
と
馬
琴
の
交
遊
の
記
錄
が
確
認

で
き
る
。
實
は
交
遊
の
み
な
ら
ず
、
創
作
上
で
も
二
人
の
關
係
は
近
い
と
い
え
る
。

馬
琴
の
飜
案
作
『
曲
亭
傳
奇
芲
釵
兒
』（
享
和
四
年
（
一
八
○
四
）
刊
、
以
下
『
芲
釵

兒
』
と
呼
ぶ
）
と
『
塡
詞
胡
蝶
夢
』
は
似
て
い
る
。

ま
ず
、
兩
者
と
も
中
國
戲
曲
を
義
太
夫
狂
言
風
に
飜
譯
（
馬
琴
の
場
合
は
飜
案
）

し
た
も
の
で
あ
る
。『
芲
釵
兒
』
が
『
笠
翁
十
種
曲
』
の
中
の
「
玉
掻
頭
」
一
篇

か
ら
飜
案
さ
れ
た
こ
と
は
、
既
に
德
田
武
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
兩
者
と
も
內
容
面
の
み
な
ら
ず
形
式
面
で
も
中
國
戲
曲
に
倣
っ
て
い

る
。
ま
ず
は
『
塡
詞
胡
蝶
夢
』
の
例
を
あ
げ
る
。

　
　宜ふ

春
令し

た
と
ゐ
浮う
き

世よ

に
な
が
ら
へ
て
。
老お
い

て
も
堅か
た

き
身み

な
り
と
も
、
生し
や
う

者じ
や

必ひ
つ

滅め
つ

、
會ゑ

者し
や

定ぜ
う

離り

、
と
て
も
の
が
れ
ぬ
無む

常じ
や
う

の
み
ち
。（
第
一
齣
、
十
二

丁
オ
モ
テ
（
（1
（

）

『
芲
釵
兒
』
の
例
も
あ
げ
る
。

　
　
　
　
　
　

芲
信
風
だ
い
じ
ょ　
　
　
　
　
　
　
　

衆
上
大
ぜ
い
い
づ
る
旭あ
さ
ひ

さ
す
芲は
な

の
都み
や
こ

の
室む
ろ

町ま
ち

の
、

室む
ろ

に
咲さ
き

そ
ふ
冬た
う

至じ

梅ば
い

、
天あ
ま

津つ

乙を
と

女め

が
折お
り

か
ざ
す
、
雲く
も

の
鬢び
ん

づ
ら
吹ふ
き

と
ち
て
、

奏か
な
つ

る
袖そ
で

も
羽う

衣い

の
曲き
よ
く

、
雲く
も

井ゐ

の
調し
ら
べ

お
も
し
ろ
き
。（
第
一
齣
、
一
三
六
頁
（
（1
（

）

　
　芲
信
風
と
い
う
曲
牌
名
は
中
國
戲
曲
に
存
在
せ
ず
、
中
國
戲
曲
の
樣
式
を
眞

似
る
た
め
に
馬
琴
が
わ
ざ
と
作
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る（

（1
（

が
、
中
國
戲
曲
の
曲
牌
名

を
冠
す
る
樣
式
を
保
持
し
な
が
ら
曲
辭
を
七
五
調
に
飜
譯
・
飜
案
し
た
の
が
兩
者

の
類
似
點
だ
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、「
曲
牌
」
の
ほ
か
に
「
齣
」「
生
」「
旦
」
な

稱
す
る
。

嵐
翠
は
貸
本
屋
大
野
屋
惣
八
、
お
よ
び
名
古
屋
の
戲
作
者
グ
ル
ー
プ
と
親
交
が

あ
る
と
延
廣
氏
が
「
柳
下
亭
嵐
翠
ノ
ー
ト
」
で
指
摘
し
て
い
る
。
延
廣
氏
に
よ
れ

ば
、
當
時
名
古
屋
に
馬
琴
の
門
人
で
あ
る
戲
作
者
の
椒
芽
田
樂
と
い
う
人
が
お
り
、

彼
の
讀
本
『
復
讐
梨
園
』（
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
刊
）
に
嵐
翠
の
題
詞
が
み
え

る（
９
）。
ま
た
、
石
田
元
季
氏（
（1
（

が
指
摘
し
た
と
お
り
、
椒
芽
田
樂
の
洒
落
本
『
儛
意

鈔
』（
寬
政
一
三
年
（
一
八
○
一
）
序
、
寫
本
、
京
都
大
學
附
屬
圖
書
館
藏
）
の
表
紙
の

貼
り
外
題
に
は
こ
の
よ
う
な
文
言
が
書
か
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

大
野
屋
惣
八
モ
シ
こ
の
頃
椒
芽
田
樂
先
生
に
お
賴
み
申
て
一
册
書
い

て
お
貰
ひ
申
し
ま
し
た
。
客
フ
ム
こ
い
つ
名
古
屋
で
き
の
洒
落
と
み
へ

る
、
作
が
重
か
ら
う
、
な
ん
で
や
モ
ウ
こ
っ
ち
の
セ
リ
フ
は
讀
み
に
く
ひ
て

　
惣
八
あ
ざ
や
か
に
寫
し
て
厶
り
升
客
ち
ら
っ
と
讀
ん
で
み
や
う
か
惣

ご
覽
な
さ
れ
ま
せ
ト
例
の
笑
い
ア
ハ
、
、
、
、
、

（
原
文
の
假
名
を
漢
字
に
改
め
た
。
句
讀
點
・
傍
線
は
筆
者
が
附
し
た
）

つ
ま
り
田
樂
は
大
惣
の
賴
み
に
應
じ
て
洒
落
本
を
書
い
た
こ
と
が
あ
る
。
さ
ら

に
、
摸
釋
舍
作
洒
落
本
『
驛
客
娼
穿
』（
文
化
元
年
（
一
八
○
四
）
跋
）
に
嵐
翠
を

含
む
戲
作
者
ら
の
序
・
跋
の
他
に
、
鶴
人
（
惣
八
）
の
跋
も
み
え
る（
（1
（

。
當
時
名
古

屋
の
戲
作
者
と
貸
本
屋
大
惣
の
關
係
に
つ
い
て
延
廣
氏
は
「
こ
れ
ら
戲
作
者
逹
の

腕
の
揮
い
場
所
は
鶴
人
の
店

ち
大
惣
の
貸
本
で
あ
っ
た
」
と
指
摘
し
た
。『
塡

詞
胡
蝶
夢
』
國
會
本
は
貸
本
屋
を
通
し
て
讀
者
に
提
供
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
最

初
か
ら
貸
本
屋
の
賴
み
に
應
じ
て
作
ら
れ
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
四
集

一
八
〇

品
が
類
似
す
る
特
徵
を
持
つ
の
は
偶
然
で
は
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
以
下
で
は
、
二
人
の
影
響
關
係
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
具
體
的
に
考
察
し
て

い
く
。

『
塡
詞
胡
蝶
夢
』
一
丁
オ
モ
テ
に
、
嵐
翠
は
「
先
逹
て
撰
出
の
艷い

つ
も
ん
く
つ
き
の
し
た
こ
と

詞
⺼
下
琴

は
西
廂
記
の
こ
と
し
、
役
者
を
皺
伸
し
し
て（

（1
（

、
切
落
の
凢
夫
も
す
め
や
す
く
せ
し

ま
ま
に
、
本
文
七
分
作
意
三
分
を
調
合
せ
り
。」
と
述
べ
て
い
る
。『
艷
詞
⺼
下

琴
』
と
い
う
本
が
見
つ
か
ら
ず
、「
先
逹
て
」
が
具
體
的
に
ど
の
時
朞
を
指
す
の

か
も
わ
か
ら
な
い
が
、
中
國
戲
曲
の
『
西
廂
記
』
を
飜
案
し
た
書
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
も
し
そ
う
な
ら
『
塡
詞
胡
蝶
夢
』（
文
化
二
年
（
一
八
○
五
）
寫
）
以
歬
に

嵐
翠
は
中
國
戲
曲
に
興
味
を
抱
い
て
、
飜
案
ま
で
手
掛
け
た
こ
と
に
な
る
。
つ
ま

り
馬
琴
と
出
會
っ
た
享
和
二
年
（
一
八
○
二
）
に
嵐
翠
は
す
で
に
複
數
の
中
國
戲

曲
を
讀
ん
で
認
知
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
方
、
馬
琴
は
享
和
二
年
の
旅
以
歬
に
す
で
に
淸
代
の
傳
奇
『
玉
掻
頭
』（
李

漁
撰
）
を
見
て
い
た
と
德
田
氏
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
早
稻
田
大
學
曲
亭

叢
書
に
は
『
院
本
釋
文
』
と
い
う
寫
本
が
殘
っ
て
い
る
。
內
容
は
ほ
ぼ
銅
脉
先
生

が
中
國
戲
曲
の
基
礎
知
識
を
紹
介
し
た
『
唐
土
奇
談
』
卷
一
（
寬
政
二
年
（
一
七
九

○
）
刊
）
を
寫
し
た
も
の
で
あ
る
。『
院
本
釋
文
』
で
は
書
寫
者
が
『
唐
土
奇
談
』

卷
一
を
抄
寫
す
る
ほ
か
、『
日
本
書
紀
』
の
天
岩
戶
神
話
な
ど
藝
能
・
演
劇
關
連

の
記
事
も
頭
㊟
・
傍
㊟
に
寫
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
書
寫
者
は
こ
の
抄
本
を
使
っ

て
中
國
戲
曲
の
基
礎
知
識
を
勉
强
し
、
そ
れ
を
日
本
の
藝
能
・
演
劇
に
結
び
つ
け

て
理
解
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
署
名
は
黑
に
塗
ら
れ
「

▪
主
人
」
し
か
み

え
ず
誰
の
手
に
な
る
抄
本
な
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
本
が
馬
琴
の
收
藏
本
で

あ
る
こ
と
と
、
馬
琴
が
「
著
作
堂
主
人
」「
曲
亭
主
人
」
と
い
う
號
を
持
っ
て
い

る
こ
と
を
勘
案
し
、『
院
本
釋
文
』
は
馬
琴
の
自
筆
だ
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。『
唐
土
奇
談
』
は
寬
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ど
中
國
戲
曲
の
術
語
を
保
持
し
た
點
も
、
兩
者
の
類
似
點
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
中

國
戲
曲
の
術
語
を
襲
っ
た
作
品
は
、『
芲
釵
兒
』『
塡
詞
胡
蝶
夢
』
の
ほ
か
に
も
山

東
京
傳
『
女
逹
三
日
⺼
於
仙
』（
文
化
五
年
（
一
八
○
八
）
刊
）
が
數
え
ら
れ
る
が
、

七
五
調
文
章
の
冐
頭
に
曲
牌
名
を
付
け
た
作
品
は
ほ
か
に
見
つ
か
ら
な
い
。

ま
た
、
兩
者
の
作
意
も
似
通
っ
て
い
る
。
嵐
翠
は
『
塡
詞
胡
蝶
夢
』「
讀
法
」

に
こ
の
よ
う
に
述
べ
る
。

全ぜ
ん

文も
ん

俗ぞ
く

に
通つ
う

ず
る
こ
と
を
專せ
ん

要や
う

と
し
。
淨ぜ
う

留る

理り

に
て
す
め
や
す
き
所
ハ
是こ
れ

に

し
た
が
ひ
。
せ
り
ふ
本
に
し
て
解げ

し
や
す
き
所
ハ
又
是
に
し
た
が
ひ
て
。
其

本
文
の
一い

ち

意ゐ

を
う
し
な
わ
ざ
る
こ
と
ハ
。
原も
と

來よ
り

皇み

國く
に

の
梨か
ぶ
き
や
く
し
や

園
子
弟
お
よ
び

傀で
く
し
ば
い

儡
棚
の
兩り
や
う

局き
よ
く

に
あ
た
へ
て
。
演し
ば
い
に戲
す
る
事
を
は
か
ら
ず
。
只
是
一
時
の

笑わ
ら
い

話ぐ
さ

に
そ
な
ふ
る
の
み
な
れ
ば
院く
ろ
と

本ぼ
ん

の
守お
き
て
を
ま
も
る
こ
と

榘
隨
規
な
し
（
二
丁
オ
モ
テ
）

馬
琴
は
『
芲
釵
兒
』
最
後
の
「
評
論
」
に
こ
の
よ
う
に
述
べ
る
。

是
書
未
嘗
借
伶
倫
之
唇
齒
。
而
播
管
絃
也
。
是
以
不
管
文
章
盈
縮
。
亦
無
參

列
唱
引
。

（
こ
の
劇
を
書
く
に
あ
た
り
、
俳
優
に
演
じ
ら
れ
る
こ
と
や
管
弦
で
奏
さ
れ
る
こ
と
を

朞
待
し
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
文
章
の
字
數
に
制
限
を
設
け
ず
、
俳
優
の
竝
び
方

や
歌
う
順
序
を
も
規
定
し
て
い
な
い
。）

つ
ま
り
、
中
國
戲
曲
を
飜
譯
・
飜
案
し
た
と
は
い
え
、
二
人
と
も
舞
臺
上
で
の
上

演
を
目
指
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

『
芲
釵
兒
』
と
『
塡
詞
胡
蝶
夢
』
と
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
自
體
は
關
連
性
が
な
い

も
の
の
、
二
人
が
享
和
頃
に
實
際
に
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
二
つ
の
作



江
戶
朞
に
お
け
る
中
國
戲
曲
の
飜
譯

一
八
一

章せ
う

の
か
な
あ
り
。
只
本
文
を
飜ほ
ん

譯や
く

し
て
意い
　
ろ
　
ご
　
ろ

路
語
路
の
。
は
や
く
俗ぞ
く

に
通つ
う

ぜ
ん

こ
と
を
お
も
ひ
臨り

ん

机き

應お
う

變へ
ん

に
筆ふ
で

を
下く
だ

す
。看け
ん

官ぶ
つ

こ
れ
を
辨べ
ん

別べ
つ

せ
よ（
二
丁
ウ
ラ
）

嵐
翠
が
言
っ
た
「
一
字
の
か
な
あ
り
。
一
句
の
か
な
あ
り
。
又
一
章
の
か
な
あ

り
。」
は
具
體
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
を
指
す
の
か
。
例
を
あ
げ
て
み
る
。

例
イ　

我
そ
の
と
き
に
他か

の

齊お
ふ

紈ぎ

を
あ
た
へ
。
そ
の
つ
ま
を
點さ

醒と

す
べ
し
。
侍か
た

徒〳〵
們
は
し
ば
ら
く
雲く
も
の
う
へ頭
に
住と
ゞ

ま
り
て
。
我わ
が

莊そ
う

周し
う

を
點さ

醒と

し
て
の
ち
。
再
ふ
た
ゝ
び

落す
み

迦か

に
か
へ
る
を
ま
た
れ
よ
（
十
六
丁
ウ
ラ
、
第
二
齣
セ
リ
フ
）

例
ロ　

髑ど
く

髏ろ

や
髑ど
く

髏ろ

や
。
〽
你な
ん
ぢ
の
か
ら
だ
は

的
行
藏
在い
づ
く
に
あ
ら
ん

那
廂
。
這こ
の
し
や
れ
か
う
べ
も
。
い
か
に
し
て
。

一
堆
白
骨
倩

誰た
れ
か
ほ
う
む
り
ゑ
さ
す

收

葬
べ
き
と
。
ふ
か
く
。
淚
に
く
れ
に
け
る
（
十
丁
オ
モ
テ
、
第
一
齣
、

「
在い

づ
く
に
あ
ら
ん

那
廂
」
ま
で
は
セ
リ
フ
、
そ
の
後
は
フ
シ
）

例
ハ　

問人
は
た
ゞ
。
わ
が
山
を
愛
す
る
。
こ
こ
ろ
を
し
ら
ね
ば
。
な
に
ゆ
へ
ぞ
と
。

予

何

故

栖

碧

山

。
笑た
づ
ぬ
る
こ
そ
お
か
し
け
れ
。
た
の
し
み

而
不
答
心
自
閑
。

落ふ
か
き
や
ま
み
づ
は
。
こ
れ
ぞ
う
き
よ
の
。

芲
㊒
意
隨
流
水
。
別ほ
か
な
ら
ん

是
乾
坤
一
洞
天
（
二
六
丁
ウ
ラ
、
第
三
齣
セ
リ
フ
）

例
イ
で
、
嵐
翠
は
「
侍
徒
們
」「
點
醒
」
な
ど
の
中
國
語
の
言
葉
（
特
に
白
話
の

言
葉
）
に
日
本
語
の
俗
語
を
も
っ
て
訓
を
施
し
て
い
る
。
こ
れ
が
彼
の
い
わ
ゆ
る

「
一
字
の
か
な
」
の
例
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
例
ロ
・
例
ハ
の
よ
う
に
、
個
別
の
言

葉
で
な
く
、
一
句
・
一
段
落
の
原
文
を
丸
ご
と
寫
し
、
ル
ビ
に
よ
っ
て
譯
す
の
が

嵐
翠
の
い
わ
ゆ
る
「
一
句
の
か
な
」「
一
章
の
か
な
」
の
例
で
あ
ろ
う（

（1
（

。 

例
イ
の
よ
う
な
、
中
國
語
（
特
に
白
話
）
の
言
葉
を
日
本
語
に
取
り
入
れ
る
文

體
は
、
當
時
で
は
多
く
の
讀
本
に
採
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。
馬
琴
『
芲
釵
兒
』
に
も
そ
う

い
う
例
が
み
え
る
。

さ
う
で
あ
ろ
〳
〵
。
縹き

り

致よ
う

と
い
ひ
貞て
い

心し
ん

と
い
ひ
御み

臺だ
い

と
し
て
も
惜お
し

う
な
い
か

ら
、『
院
本
釋
文
』
に
書
か
れ
た
「
乙
卯
乃
夏
」
は
寬
政
七
年
（
一
七
九
五
）
乙
卯

の
夏
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
馬
琴
は
寬
政
頃
か
ら
中
國
戲
曲
の
基
礎
知
識
を
學
び

は
じ
め
た
の
だ
ろ
う
。
嵐
翠
も
馬
琴
と
知
り
合
い
と
な
っ
た
享
和
二
年
（
一
八
○

二
）
よ
り
歬
か
ら
複
數
の
中
國
戲
曲
を
讀
ん
で
い
た
と
す
れ
ば
、
享
和
二
年
の
出

會
い
で
、
と
も
に
中
國
戲
曲
に
興
味
を
抱
い
て
い
る
二
人
が
、
い
か
に
歡
談
し
て

い
た
か
想
像
で
き
る
だ
ろ
う
。

『
塡
詞
胡
蝶
夢
』
の
成
立
（
文
化
二
年
（
一
八
○
五
）
夏
）
は
馬
琴
の
『
芲
釵
兒
』

（
享
和
四
年
（
一
八
○
四
）
正
⺼
）
よ
り
一
年
以
上
遲
い
。
馬
琴
は
『
芲
釵
兒
』
以
降

に
も
傑
作
を
多
く
世
に
出
し
た
の
に
對
し
て
、
嵐
翠
の
ほ
う
は
文
化
四
年
寫
『
王

氏
錄
』（
淸
代
の
志
怪
小
說
集
『
秋
燈
叢
話
』（
王
椷
撰
）
を
飜
譯
し
た
も
の
）
以
降
の
作

品
は
知
ら
れ
て
い
な
い（

（1
（

。
創
作
の
才
能
を
比
べ
れ
ば
馬
琴
は
嵐
翠
よ
り
は
る
か
に

優
れ
て
い
る
。
嵐
翠
が
享
和
二
年
に
馬
琴
本
人
と
直
接
に
交
流
し
た
後
に
『
胡
蝶

夢
』
の
飜
譯
を
志
し
た
の
か（

（1
（

、
そ
れ
と
も
享
和
四
年
に
『
芲
釵
兒
』
を
讀
ん
で
か

ら
『
胡
蝶
夢
』
の
飜
譯
を
始
め
よ
う
と
し
た
の
か
、
ど
ち
ら
と
も
特
定
で
き
な
い

が
、
嵐
翠
は
創
作
面
で
馬
琴
か
ら
良
い
影
響
を
受
け
た
と
推
測
さ
れ
る
。
小
論
が

後
述
す
る
と
お
り
、
馬
琴
の
影
響
が
な
け
れ
ば
、『
塡
詞
胡
蝶
夢
』
は
當
時
の
讀

本
の
風
潮
を
そ
こ
ま
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
反
映
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

 

二
　『
塡
詞
胡
蝶
夢
』
の
飜
譯
の
特
徵

（
一
）
中
國
語
原

の
保
持
傾
向

續
い
て
『
塡
詞
胡
蝶
夢
』
の
飜
譯
の
特
徵
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。『
塡
詞

胡
蝶
夢
』「
讀
法
」
に
お
い
て
、
嵐
翠
は
彼
自
身
の
飜
譯
方
針
を
こ
の
よ
う
に
述

べ
る
。集し

ゆ
う

中ち
う

假か

名な

を
つ
く
る
事
。
一い
ち

字じ

の
か
な
あ
り
。
一
句く

の
か
な
あ
り
。
又
一

。

。

。

。

。

。

。

。

。



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
四
集

一
八
二

中
國
戲
曲
に
目
を
向
け
た
當
時
か
ら
「
飜
案
」
で
な
く
「
飜
譯
」
と
い
う
考
え

を
抱
い
て
い
た
飜
譯
者
た
ち
の
頭
の
中
に
は
、
や
は
り
「
原
文
を
忠
實
に
示
す
」

觀
念
が
あ
る
た
め
、
原
文
の
保
持
傾
向
が
强
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

伴
俊
典
氏（

（2
（

は
『
塡
詞
胡
蝶
夢
』
に
は
嵐
翠
が
書
き
加
え
た
と
こ
ろ
が
多
い
た
め
、

飜
譯
と
は
言
え
な
い
と
主
張
し
た
が
、
嵐
翠
が
『
塡
詞
胡
蝶
夢
』
の
見
﨤
し
に
自

ら
「
柳
陰
仙
客
嵐
翠
飜
譯
」
と
署
し
た
こ
と
と
、
中
國
戲
曲
の
原
文
を
保
持
す
る

傾
向
が
み
え
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
少
な
く
と
も
嵐
翠
本
人
は
『
塡
詞
胡
蝶

夢
』
を
飜
譯
物
と
み
な
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

（
二
）
繪
入
根
本
に
倣
う
こ
と

『
塡
詞
胡
蝶
夢
』
を
開
い
て
も
っ
と
も
驚
く
の
は
詳
細
な
舞
臺
書
・
ト
書
き
が

あ
り
な
が
ら
、
綺
麗
な
插
繪
も
揃
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
『
塡
詞
胡

蝶
夢
』
第
一
齣
冐
頭
を
引
用
し
て
み
る
。

ぶ
た
い
黑く

ろ

幕ま
く

、
正
め
ん
に
松ま
つ

の
木き

、
岩い
わ

な
ど
あ
る
べ
し
。
す
べ
て
ひ
ろ
き
野の

原は
ら

の
て
い
。
○
は
や
し
薄う
す

ど
ろ
に
て
幕
あ
く
と
（
丑

三
や
く
ど
う
げ）
髑さ
れ

髏こ
う
べ

の
扮
い
で
た
ち

に

て
觔

と
ん
ぼ
う

斗が
へ
り

し
て
い
ろ
〳
〵
奇き

妙み
や
う

な
る
身
ぶ
り
。
我こ
の

國ほ
う

の
尾お
の
へ上
松ま
つ

助す
け

が
名な

虎と
ら

の
亡ぼ
う

魂こ
ん

と
い
ふ
見
へ
、
お
も
し
ろ
き
事
あ
る
べ
し
。
ト
よ
き
所
に
て
遠ゑ
ん

寺じ

の

か
ね
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
ヽ
ヽ
ヽ
と
打う

ち

き
る
と
。
し
か
け
に
て
右
の
髑さ
れ

髏か
う
べ

が
ら

〳
〵 

と
く
だ
け
る
。
ト
床ゆ
か

に
て
淨ぜ
う

る
り
に
な
る
。
ト
（
生

た
ち
や
く

）
莊そ
う

子じ

に
扮
い
で
た
ち

ち
如に
よ

意い

を
持も

ち
て
出い
づ

る
。（
九
丁
オ
モ
テ
）

し
か
し
『
塡
詞
胡
蝶
夢
』
の
原
作
『
胡
蝶
夢
』（『
綴
白
裘
』
第
六
集
第
三
卷
所

收
（
（2
（

）
に
は
そ
れ
ほ
ど
詳
細
な
舞
臺
書
・
ト
書
き
が
な
い
。
原
作
の
對
應
部
分
の
ト

つ
ら
。（
一
六
六
頁
）

お
も
ひ
が
け
な
き
桂か
つ
ら

が
打い
で

扮た
ち

。（
一
七
八
頁
。
太
字
は
引
用
者
。）

し
か
し
嵐
翠
は
例
イ
の
飜
譯
方
法
の
み
な
ら
ず
、
例
ロ
・
例
ハ
の
よ
う
に
、
一

句
・
一
段
落
の
原
文
を
丸
ご
と
殘
し
て
、
ル
ビ
に
よ
っ
て
譯
す
方
法
も
多
く
使
用

し
て
い
る
。
そ
れ
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

實
は
『
塡
詞
胡
蝶
夢
』
を
除
い
て
、
現
在
見
ら
れ
る
中
國
戲
曲
の
飜
譯
物
全
て

は
、
原
文
全
文
を
そ
の
ま
ま
保
持
し
て
い
る
。
例
え
ば
朙
和
八
年
（
一
七
七
一
）

に
出
版
さ
れ
た
『
新
刻
役
者
綱
目
』
に
所
收
さ
れ
る
『
蜃
中
樓
』
の
飜
譯
者
は
譯

文
を
示
す
歬
に
原
文
全
文
を
寫
し
て
い
る
。
し
か
も
手
元
に
あ
る
原
作
本
の
は
っ

き
り
見
え
な
い
と
こ
ろ
（
大
海
⃞
無
邊
）
を
も
忠
實
に
反
映
し
て
い
る
。

【
皂
羅
袍
】
歌名
離
卻
淸
虛
宮
殿
。
倩
紅
雲
一
朶
。
扶
下
遙
天
。
人
看
那
洋
洋

大
海
⃞
無
邊
。
俺
覷
着
盈
一
水
纏
如
練
。
只
見
些
霏
霏
似
雨
。
鼋
鼉
噴
涎
。

濛
濛
似
霧
。
蛟
龍
吐
𤇆
。
待
要
把
瓊
樓
十
二
憑
空
建
。（
五
丁
オ
モ
テ
、
引
用

文
で
は
原
文
の
訓
點
を
省
略
し
た
（
（2
（

） 

原
文
の
全
文
を
寫
す
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
例
ロ
・
例
ハ
が
示
す
と
お
り
、

や
は
り
嵐
翠
に
も
原
文
保
持
の
傾
向
が
み
え
る
。
ま
た
『
新
刻
役
者
綱
目
・
蜃
中

樓
』
と
同
じ
く
、
嵐
翠
も
手
元
に
あ
る
原
作
本
の
は
っ
き
り
見
え
な
い
と
こ
ろ
を

忠
實
に
反
映
し
、「
文
字
磨
滅
」
と
い
う
割
㊟
で
そ
の
箇
所
を
示
し
て
い
る
。

さ
れ
ば
我こ

ち
の
わ
か
た
ん
な
が

裡
公
子
此
こ
ゝ
へ
ご
ん
し
た
は
な
。

來
呵
不せ
ん
せ
い
に
お
ふ
て
。

過
尋
師
訪
が
く
も
ん
の
こ
と
を
。
衟

怎
き
か
ふ
ば
つ
か
り
じ
や
ぞ
へ
。

生

帶

得
じ
や
に
よ
つ
て
。

妝
ゆ
い
れ
を
や
ら
ふ
。
奩

用
く
め
ん
も
な
し
。
略

停
お
ひ
き
さ
か
て
の
ぜ
に
も
の
ふ
て
。
な
ん
で
よ
め
ご
が
。
も
ら
わ
り
や
う

幾

日

〇

文磨
字滅
迎ぞ
い

送や
い

（
第
七
齣
、
六
五
丁
オ
モ
テ
）

。

。

。

。

。

。

。

。

。

。

。

。

。

。

。

。

。

。



江
戶
朞
に
お
け
る
中
國
戲
曲
の
飜
譯

一
八
三

【
沿
革
】（
中
略
）
繪
入
狂
言
本
が
筋
書
本
で
あ
る
た
め
に
讀
者
の
滿
足
を
得

る
こ
と
な
く
、
繪
盡
へ
と
解
消
す
る
に
對
し
て
、
よ
り
詳
細
な
臺
帳
を
讀
み

た
い
讀
者
の
要
求
に
應
じ
て
、
ま
ず
貸
本
屋
が
寫
本
で
そ
の
要
求
を
滿
し
た
。

更
に
寫
本
で
は
量
的
に
讀
者
の
需
め
に
應
じ
き
れ
な
く
な
っ
た
時
に
、
そ
れ

が
出
版
へ
と
轉
じ
た
も
の
で
あ
る
。（
土
田
衞
氏
執
筆
（
（2
（

）

『
京
都
大
學
藏
大
惣
本
目
錄（

（2
（

』
を
見
れ
ば
、
大
惣
に
は
繪
入
根
本
が
多
數
所
藏

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
大
惣
は
、
繪
入
根
本
、
ま
た
は
そ
れ
に
類
似
す
る

本
を
す
す
ん
で
收
集
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。『
塡
詞
胡
蝶
夢
』
は
詳
細
な
舞
臺

書
・
せ
り
ふ
・
ト
書
き
を
持
っ
て
い
る
。
役
者
似
顏
繪
で
は
な
い
も
の
の
、
登
場

人
物
を
描
く
口
繪
・
插
繪
が
整
っ
て
い
る
。
正
文
が
詳
細
な
舞
臺
書
か
ら
始
ま

り
、「
ト
打
出
し
　
幕
」
を
も
っ
て
終
わ
る
の
も
繪
入
根
本
と
一
致
す
る
。
嵐
翠

が
第
一
齣
に
わ
ざ
と
尾
上
松
助
と
い
う
實
在
の
歌
舞
伎
役
者
の
名
歬
を
取
り
上
げ

た
（
本
節
冐
頭
の
引
用
文
を
參
照
）
の
も
、
繪
入
根
本
を
眞
似
て
役
者
と
の
關
わ
り

を
示
す
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

嵐
翠
の
み
な
ら
ず
、
馬
琴
『
芲
釵
兒
』
が
繪
入
根
本
を
眞
似
る
一
側
面
を
持
つ

と
指
摘
し
た
硏
究
も
あ
る（

（2
（

。
馬
琴
が
享
和
三
年
（
一
八
○
三
）
に
繪
入
根
本
『
俳

優
濱
眞
砂
』
の
序
を
作
っ
た
こ
と
か
ら
、
嵐
翠
は
馬
琴
を
通
じ
て
繪
入
根
本
を
眞

似
る
發
想
を
得
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。

も
っ
と
も
、
繪
入
根
本
は
通
常
、
上
演
さ
れ
た
歌
舞
伎
の
臺
帳
を
印
刷
刊
行
し

た
も
の
で
あ
る
が
、『
塡
詞
蝴
蝶
夢
』
が
上
演
さ
れ
た
と
い
う
記
錄
は
見
つ
か
ら

な
い
。
繪
入
根
本
の
特
徵
で
あ
る
彩
色
口
繪
、
役
者
似
顏
繪
、
役
人
替
名
（
役
名

と
そ
れ
に
扮
す
る
役
者
名
の
一
覽
表
）
も
『
塡
詞
胡
蝶
夢
』
に
は
見
え
な
い
。
要
す

る
に
、『
塡
詞
胡
蝶
夢
』
は
繪
入
根
本
に
倣
う
も
の
で
は
あ
る
が
、
繪
入
根
本
に

等
し
い
も
の
で
は
な
い
。『
塡
詞
胡
蝶
夢
』
の
上
演
さ
れ
た
記
錄
、
ま
た
は
嵐
翠

書
き
を
見
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丑
扮
骷
髏
上
場
打
觔
斗
開
四
門
跌
打
技
藝
完
朝
上
場
中
閒
跌
倒
介
　   生
扮

　
　
　
　
　

莊
子
持
摺
扇
上
（
二
五
八
一
頁
）

（
丑
が
髑
髏
に
扮
し
て
登
場
し
、
と
ん
ぼ
が
え
り
を
し
て
「
開
四
門
」
な
ど
武
藝
を
し

た
後
、
舞
臺
の
眞
ん
中
で
轉
ぶ
し
ぐ
さ
を
す
る
。）（
生
が
莊
子
に
扮
し
て
扇
を
持
っ

て
登
場
す
る
）

つ
ま
り
、『
塡
詞
胡
蝶
夢
』
の
詳
細
な
舞
臺
書
・
ト
書
き
は
、
原
作
の
影
響
に
よ

る
の
で
は
な
い
。
第
一
章
第
三
節
が
述
べ
た
と
お
り
、
嵐
翠
は
『
塡
詞
胡
蝶
夢
』

「
讀
法
」
に
お
い
て
「
演
戲
す
る
事
を
は
か
ら
ず
」
と
記
し
て
い
る
の
だ
が
、
嵐

翠
自
身
は
詳
し
く
舞
臺
を
規
定
し
よ
う
と
し
て
い
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
た

め
、
嵐
翠
は
や
は
り
上
演
を
企
圖
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
疑
問
が
生
じ

る
か
も
し
れ
な
い（

（2
（

。
し
か
し
、
歌
舞
伎
臺
帳
に
す
る
つ
も
り
な
ら
ば
、
複
數
枚
の

綺
麗
な
插
繪
を
作
る
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。
小
論
で
は
、
嵐
翠
は
繪
入
根
本
に
倣

う
た
め
に
舞
臺
書
・
ト
書
き
と
插
繪
を
詳
細
に
記
し
た
と
推
測
し
た
い
。

繪
入
根
本
に
つ
い
て
、『
日
本
古
典
文
學
大
辭
典
』
は
こ
の
よ
う
に
說
朙
し
て

い
る
。歌

舞
伎
の
臺
帳
を
印
刷
刊
行
し
た
も
の
。
多
く
繪
入
り
で
あ
る
こ
と
か
ら
の

名
稱
。
讀
本
の
一
分
野
と
考
え
て
よ
い
も
の
で
、
體
裁
は
半
紙
本
が
標
準
で

册
數
は
不
定
。
內
容
は
臺
帳
形
式
で
、
舞
臺
書
、
せ
り
ふ
、
ト
書
な
ど
か

ら
成
る
が
、
臺
帳
の
飜
刻
と
は
い
い
き
れ
ず
、
刊
行
に
際
し
、
多
少
の
省

略
、
場
割
り
の
變
更
な
ど
が
認
め
ら
れ
る
。
插
繪
も
讀
本
の
插
繪
の
樣
式
を

も
つ
役
者
似
顏
繪
で
あ
る
。
初
册
の
冐
頭
に
數
葉
の
極
彩
色
の
插
繪
を
持
つ
。
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と
な
り
、
插
繪
だ
け
、
ま
た
は
口
繪
だ
け
を
持
つ
讀
本
は
一
氣
に
減
っ
て
い
っ
た

と
い
う
。
氏
の
考
察
に
よ
る
と
、
こ
の
造
本
樣
式
は
平
假
名
繪
入
り
の
草
子
本
と
、

像
贊
入
り
人
物
像
の
口
繪
を
持
つ
唐
本
（
中
國
の
小
說
本
、
お
よ
び
朙
淸
傳
奇
な
ど
の

戲
曲
本
）
と
の
結
合
の
上
に
、
文
化
三
年
に
近
世
後
朞
小
說
本
の
標
準
的
形
態
と

し
て
定
立
し
た
と
い
う（

（2
（

。
つ
ま
り
『
芲
釵
兒
』『
塡
詞
胡
蝶
夢
』
が
生
み
出
さ
れ

た
享
和
四
年
（
一
八
○
四
）・
文
化
二
年
（
一
八
○
五
）
當
時
は
こ
の
造
本
樣
式
が

定
型
化
し
つ
つ
あ
る
段
階
に
あ
っ
た
。『
塡
詞
胡
蝶
夢
』
は
『
芲
釵
兒
』
に
次
い

で
、
讀
本
の
創
作
の
風
潮
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
話
を
ま
と
め
る
と
、『
塡
詞
胡
蝶
夢
』
は
繪
入
根
本
の
要
素
を
取

り
入
れ
、
且
つ
讀
本
の
風
潮
も
反
映
し
、
中
國
戲
曲
の
原
文
を
そ
の
ま
ま
保
持
す

る
傾
向
を
持
つ
飜
譯
物
と
み
な
す
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
江
戶
朞
の
中
國
戲
曲
の
飜
譯
・
飜
案
作
品
群
に

　
　
　
　
お
け
る
位
置
付
け

第
三
章
で
は
江
戶
朞
の
中
國
戲
曲
の
飜
譯
・
飜
案
作
品
の
中
に
『
塡
詞
胡
蝶

夢
』
を
位
置
付
け
て
み
た
い
。

岡
崎
由
美
氏
は
江
戶
朞
に
お
け
る
中
國
演
劇
の
受
容
の
樣
相
を
「
長
崎
唐
人
屋

旉
で
の
舞
臺
上
演
に
接
す
る
」
と
「
戲
曲
文
學
と
し
て
書
物
で
接
す
る
」
と
い
う

二
種
類
に
分
類
し
て
い
る（

（3
（

。
ま
た
岡
崎
氏
が
指
摘
し
て
い
る
と
お
り
、
舞
臺
上
演

を
通
じ
て
接
し
た
中
國
演
劇
は
主
に
芲
部
亂
彈
の
演
劇
で
あ
る
一
方
、
書
物
を
通

じ
て
接
し
た
の
は
ほ
ぼ
曲
牌
聯
套
體
を
使
う
元
雜
劇
・
朙
淸
傳
奇
の
戲
曲
（
レ
ー

ゼ
ド
ラ
マ
）
作
品
で
あ
る
。
長
崎
唐
人
屋
旉
で
の
上
演
以
外
に
も
、
琉
球
に
傳
わ

っ
た
中
國
演
劇
（
本
論
文
で
は
板
谷
徹
氏
（
（3
（

に
從
い
唐
躍
と
呼
ぶ
）
が
琉
球
人
の
江
戶
上

り
の
際
に
上
演
さ
れ
た
こ
と
は
當
時
の
日
本
人
が
中
國
演
劇
の
舞
臺
上
演
に
接
し

た
方
式
の
一
つ
で
あ
る
と
補
足
し
た
い
が
、
小
論
で
は
基
本
的
に
岡
崎
氏
が
指
摘

が
上
演
の
た
め
に
歌
舞
伎
界
に
働
き
か
け
て
い
た
證
據
で
も
見
つ
か
ら
な
い
限
り
、

彼
自
ら
が
言
っ
た
「
演
戲
す
る
事
は
は
か
ら
ず
」
と
い
う
こ
と
を
信
じ
る
の
が
妥

當
だ
ろ
う
。

（
三
）
讀
本
の
創
作
の
風
潮
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
反
映
す
る
こ
と

歬
に
も
觸
れ
た
と
お
り
、『
塡
詞
胡
蝶
夢
』
は
馬
琴
の
讀
本
『
曲
亭
傳
奇
芲
釵

兒
』
に
類
似
す
る
點
が
多
い
。
こ
こ
で
は
兩
者
の
共
通
點
を
當
時
の
讀
本
の
創
作

の
風
潮
に
結
び
つ
け
て
檢
討
し
て
み
た
い
。

ま
ず
、
演
劇
の
樣
式
を
取
り
入
れ
る
の
に
上
演
を
意
圖
し
な
い
と
い
う
點
は
、

馬
琴
と
嵐
翠
の
獨
創
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
江
戶
後
朞
に
上
演
を
意
圖
せ
ず
に
書

か
れ
た
淨
瑠
璃
色
の
濃
い
中
本
型
讀
本
が
多
い
。
高
木
元
氏
は
こ
れ
ら
の
讀
本
を

「
淨
瑠
璃
讀
本
」
と
呼
ぶ（

（2
（

。
氏
に
よ
る
と
、
容
楊
黛
『
敵
討
連
理
橋
』（
安
永
十
年

（
一
七
八
一
）
序
）、
馬
琴
『
化
競
丑
滿
鐘
』（
寬
政
十
二
年
（
一
八
○
○
）
刊
）、
柳
亭

種
彥
『
勢
田
橋
龍
女
本
地
』（
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
刊
）
が
そ
の
類
に
數
え
ら

れ
る
。
ま
た
『
芲
釵
兒
』
も
こ
れ
ら
の
淨
瑠
璃
讀
本
の
「
一
支
流
」
と
高
木
元
氏

に
よ
っ
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、『
塡
詞
胡
蝶
夢
』
も
こ
れ
ら

の
「
淨
瑠
璃
讀
本
」
に
近
い
位
置
に
据
え
ら
れ
る
と
考
え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

次
に
、
插
繪
を
㊒
し
、
且
つ
像
贊
入
り
人
物
像
の
口
繪
を
持
つ
と
い
う
の
が

『
芲
釵
兒
』『
塡
詞
胡
蝶
夢
』
の
造
本
上
の
特
徵
で
あ
る
。
こ
れ
は
當
時
の
讀
本
の

世
界
に
お
い
て
、
未
だ
定
型
化
し
て
い
な
い
比
較
的
新
し
い
造
本
樣
式
で
あ
る
。

つ
ま
り
當
時
で
は
多
く
の
讀
本
が
こ
の
造
本
樣
式
を
採
る
一
方
、
插
繪
だ
け
、
も

し
く
は
口
繪
だ
け
を
持
つ
讀
本
も
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
。
濱
田
諬
介
氏（

（2
（

に
よ
る

と
、
插
繪
お
よ
び
像
贊
入
り
人
物
像
の
口
繪
が
揃
う
と
い
う
造
本
樣
式
の
先
驅
と

な
っ
た
作
品
は
山
東
京
傳
の
『
忠
臣
水
滸
傳
』
歬
編
（
寬
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）

刊
）
で
あ
る
。
そ
し
て
文
化
三
年
（
一
八
○
六
）
以
降
、
こ
の
造
本
樣
式
が
主
流
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飜
譯

一
八
五

し
て
い
る
二
種
類
の
受
容
方
式
を
踏
ま
え
て
い
き
た
い
。

中
國
戲
曲
の
飜
譯
・
飜
案
作
品
も
ま
た
、
こ
の
二
種
類
の
受
容
方
式
に
當
て
は

め
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
上
演
さ
れ
る
演
劇
關
係
の
も
の
と
讀
書
用
の
戲

曲
（
レ
ー
ゼ
ド
ラ
マ
）
關
係
の
も
の
に
分
類
で
き
る
。
本
論
文
で
は
歬
者
を
甲
類

と
呼
び
、
後
者
を
乙
類
と
呼
ぶ
。
第
一
・
二
章
で
取
り
上
げ
た
『
塡
詞
胡
蝶
夢
』

と
『
曲
亭
傳
奇
芲
釵
兒
』
は
、
乙
類
に
屬
す
る
こ
と
が
朙
ら
か
で
あ
る
。
し
か

し
乙
類
の
中
で
も
唐
話
學
や
中
國
俗
文
學
の
硏
究
に
密
接
し
た
學
問
的
な
も
の

と
、
學
問
で
は
な
く
趣
味
や
經
濟
的
な
利
益
の
た
め
に
作
ら
れ
た
娛
樂
讀
み
物
と

い
う
二
種
類
の
傾
向
が
み
え
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
傾
向
で
あ
り
分

類
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
比
較
的
は
っ
き
り
と
分
類
で
き
る
作
品
も
あ
れ
ば
、

「
學
問
」
と
「
娛
樂
」
兩
方
を

ね
た
中
閒
色
を
呈
し
て
い
る
作
品
も
あ
る
か
ら

で
あ
る
。

例
え
ば
、
戲
曲
の
物
語
の
背
景
を
完
全
に
日
本
に
置
き
換
え
、
讀
本
の
形
で
出

版
さ
れ
て
い
た
『
芲
釵
兒
』
な
ど
の
飜
案
作
品
は
基
本
的
に
娛
樂
讀
み
物
と
み
な

し
て
も
良
い
だ
ろ
う
。
一
方
、『
諺
解
校
㊟
古
本
西
廂
記
』
は
遠
山
荷
塘
が
中
國

戲
曲
に
訓
譯
と
㊟
を
施
し
た
本
で
あ
り
、
荷
塘
の
唐
話
學
と
中
國
俗
文
學
硏
究
、

お
よ
び
實
際
に
行
っ
た
『
西
廂
記
』
講
義
と
關
係
し
て
い
る（

（3
（

た
め
、
學
問
性
が
濃

い
書
物
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
『
塡
詞
胡
蝶
夢
』
の
場
合
は
複
雜
で
あ
る
。
繪
入
根
本
に
倣
う
こ
と

や
、
貸
本
屋
を
通
じ
て
流
通
し
て
い
た
こ
と
な
ど
を
考
え
れ
ば
、
も
ち
ろ
ん
娛
樂

讀
み
物
に
近
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
小
論
第
二
章
第
一
節
で
論
じ
た
と
お
り
、

『
塡
詞
胡
蝶
夢
』
に
は
嵐
翠
の
中
國
語
原
文
の
保
持
傾
向
が
み
え
る
。
ま
た
、
原

作
の
ユ
ー
モ
ア
效
果
を
引
き
起
こ
す
手
法
に
つ
い
て
、
嵐
翠
は
『
塡
詞
胡
蝶
夢
』

で
以
下
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

此
卷
之
第
三
帋
に
蒼
頭
田
氏
の
詞
を
き
ゝ
ち
が
へ
し
事
あ
り
。
是
原
本
に
聲

音
類
す
る
故
此
事
あ
り
。
可
見
下
行

貼
我
要
問
伊
家
淨
吓
夫
人
要
問
米
價
個
兩
日
是
大
長
（
以
下
省
略
）

第
七
帋
に
又
此
事
あ
り
可
見
解

（
中
略
）
貼
老
人
家
親
事
怎
麼
樣
說
了
淨
夫
人
叫
我
買
啥
金
子
（
以
下
省
略
）

（
五
一
丁
ウ
ラ
）

嵐
翠
が
指
摘
し
た
部
分
の
表
面
的
な
意
味
（
筆
者
譯
）：

第
三
紙
：（
貼
）
私
は
あ伊

な
た家

に
聞
き
た
い
。（
淨
）
あ
っ
、
奧
樣
は
米米

の
價

格價

を
知
り
た
い
の
か
。
最
近
ず
い
ぶ
ん
と
上
が
っ
て
き
た
よ
。

第
七
紙
：（
貼
）
あ
な
た
さ
ま
、
緣親

談事

の
こ
と
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

（
淨
）
奧
樣
は
ど
ん
な
黃金

金子

を
俺
に
買
っ
て
欲
し
い
の
か
。（
對
應
す
る
嵐
翠

譯
文
は
㊟
（
33
）
で
確
認
で
き
る
）

も
ち
ろ
ん
『
芲
釵
兒
』
の
成
立
も
馬
琴
が
中
國
戲
曲
の
基
礎
知
識
を
運
用
し
て

原
作
を
讀
み
こ
な
し
た
結
果
で
あ
る
が
、『
芲
釵
兒
』
に
は
こ
の
よ
う
な
原
作
の

手
法
を
指
摘
し
、
自
身
の
唐
話
の
レ
ベ
ル
を
表
す
文
字
が
見
え
な
い
。『
塡
詞
胡

蝶
夢
』
は
基
本
的
に
「
娛
樂
」
色
を
示
し
て
い
る
が
、『
芲
釵
兒
』
に
比
べ
て
や

や
「
學
問
」
色
に
染
ま
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

最
後
に
上
演
さ
れ
る
演
劇
關
係
の
飜
譯
作
品
に
つ
い
て
付
言
し
て
お
き
た

い
。
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
琉
球
唐
躍
の
㊮
料
の
中
に
は
、
朙
和
四
年
（
一
七
六

七
）
に
抄
錄
さ
れ
、
後
に
大
田
南
畝
に
よ
り
轉
寫
さ
れ
た
「
和
番
」
の
臺
本
（
南

畝
『
一
話
一
言
』
卷
十
五
所
收
）
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
右
側
ル
ビ
に
片
假
名
の
讀
み

下
し
が
あ
り
、
且
つ
一
部
の
言
葉
の
左
側
ル
ビ
に
片
假
名
譯
が
𣷹
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、『
琉
球
劇
文
和
解
』（
㊟
（
31
）
參
照
）
は
寬
政
八
年
（
一
七
九
六
）
の

江
戶
上
り
の
た
め
に
琉
球
側
が
用
意
し
た
臺
本
で
あ
る
と
板
谷
徹
氏
に
よ
っ
て
推
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測
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
臺
本
に
は
中
國
語
臺
本
の
原
文
の
全
文
と
日
本
語
譯
文
が

記
さ
れ
て
お
り
、
中
國
語
臺
本
の
原
文
の
右
側
ル
ビ
に
中
國
語
發
音
、
左
側
に
片

假
名
譯
が
𣷹
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
楷
書
の
中
國
語
臺
本
全
文
の
後
に
は
、
平
假

名
漢
字
交
じ
り
の
草
書
の
日
本
語
譯
文
が
あ
る
。
琉
球
に
傳
わ
っ
た
中
國
演
劇
は

具
體
的
に
中
國
の
ど
の
地
方
の
演
劇
な
の
か
ま
だ
考
證
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
が
、

臺
本
か
ら
み
れ
ば
朙
ら
か
に
芲
部
亂
彈
の
演
劇
の
臺
本
で
あ
り
、
曲
牌
を
使
う
朙

淸
傳
奇
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
乙
類
だ
け
で
は
な
く
、
上
演
に
密
接
な
甲
類

の
演
劇
の
臺
本
も
朙
和
・
寬
政
頃
か
ら
譯
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
㊟
意
す
べ
き
だ
ろ

う
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
ま
ず
、
嵐
翠
の
交
友
關
係
を
朙
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
嵐
翠
が
馬
琴

と
の
交
流
か
ら
㊒
益
な
影
響
を
得
、
貸
本
屋
に
本
を
提
供
す
る
目
的
を
抱
え
て

『
塡
詞
胡
蝶
夢
』
を
作
っ
た
可
能
性
も
あ
る
と
論
じ
た
。
ま
た
、
文
體
と
造
本
樣

式
の
特
徵
を
分
析
し
た
上
で
、『
塡
詞
胡
蝶
夢
』
の
多
面
的
な
性
格

―
中
國
戲

曲
の
原
文
を
保
持
す
る
傾
向
を
持
つ
飜
譯
物
で
あ
り
な
が
ら
、
繪
入
根
本
に
倣
う

一
側
面
も
あ
り
、
且
つ
讀
本
の
創
作
の
風
潮
も
反
映
し
て
い
る
こ
と

―
を
浮
か

び
上
が
ら
せ
た
。

中
國
戲
曲
の
飜
譯
を
手
掛
け
た
と
き
、
唐
話
や
中
國
俗
文
學
に
つ
い
て
の
深
い

造
詣
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
現
在
の
と
こ
ろ
嵐
翠
の
唐
話
や

中
國
俗
文
學
の
學
問
に
接
し
た
經
路
は
不
朙
だ
が
、
や
は
り
『
塡
詞
胡
蝶
夢
』
の

成
立
も
嵐
翠
が
こ
れ
ら
の
學
問
を
學
ん
だ
成
果
だ
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
本
論
文

の
考
察
に
よ
っ
て
、『
塡
詞
胡
蝶
夢
』
は
戲
作
者
グ
ル
ー
プ
の
活
動
、
貸
本
屋
の

營
爲
、
讀
本
の
發
展
、
お
よ
び
繪
入
根
本
の
流
行
な
ど
と
廣
く
關
わ
っ
て
お
り
、

學
問
的
な
成
果
だ
け
で
な
く
當
時
の
文
化
的
環
境
の
諸
要
素
の
結
實
と
み
な
す
べ

き
で
あ
る
こ
と
が
朙
ら
か
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
江
戶
朞
の
中
國
戲
曲
の
飜
譯
・
飜
案
作
品
の
中
に
『
塡
詞
胡
蝶
夢
』
を

位
置
付
け
る
と
す
れ
ば
、「
讀
書
用
の
戲
曲
（
レ
ー
ゼ
ド
ラ
マ
）
關
係
の
も
の
」
に

屬
す
る
と
思
わ
れ
る
。
具
體
的
に
い
え
ば
、『
塡
詞
胡
蝶
夢
』
は
そ
の
中
の
娛
樂

讀
み
物
に
近
い
位
置
に
据
え
ら
れ
る
が
、
馬
琴
の
『
曲
亭
傳
奇
芲
釵
兒
』
に
比
べ

れ
ば
や
や
學
問
的
な
色
に
も
染
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
江
戶
朞
の
中
國
戲
曲

の
飜
譯
・
飜
案
作
品
は
、
た
と
え
同
じ
く
「
讀
書
用
の
戲
曲
關
係
の
も
の
」
に
屬

す
る
と
し
て
も
、
唐
話
學
や
中
國
俗
文
學
の
硏
究
に
密
接
し
た
學
問
的
な
書
物
か

ら
、
趣
味
や
經
濟
的
な
利
益
の
た
め
に
作
ら
れ
た
娛
樂
讀
み
物
ま
で
、
多
彩
な
色

相
を
呈
し
て
い
る
。

　

㊟
（
１
）　

靑
木
正
兒
「『
胡
蝶
夢
』
解
題
」『
靑
木
正
兒
全
集
』
第
二
卷
（
春
秋
社
、
一
九
七

五
年
）
一
一
六
頁
。
初
出
は
『
古
典
劇
大
系
』
第
十
六
卷
支
那
篇
（
近
代
社
、
一
九

二
五
年
）。

（
２
）　 

石
崎
又
造
『
近
世
日
本
に
お
け
る
支
那
俗
語
文
學
史
』（
弘
文
堂
書
房
、
一
九
四

○
年
）
三
七
六
―
三
七
八
頁
。

（
３
）　 

『
綴
白
裘
』
の
第
一
集
は
嵐
翠
が
『
填
詞
胡
蝶
夢
』
の
見
﨤
し
に
記
し
た
乾
隆
二

九
年
（
一
七
六
四
）
に
出
版
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
の
第
一
集
に
は
『
胡
蝶
夢
』
が
收

め
ら
れ
て
い
な
い
。『
胡
蝶
夢
』
は
乾
隆
三
五
年
（
一
七
七
○
）
に
『
綴
白
裘
』
第

六
集
に
收
め
ら
れ
、
全
五
集
と
合
わ
せ
て
出
版
さ
れ
た
。
つ
ま
り
嵐
翠
が
利
用
し
た

版
本
は
早
く
と
も
乾
隆
三
五
年
以
降
に
刊
行
さ
れ
た
『
綴
白
裘
』
で
あ
る
。『
綴
白

裘
』
の
版
本
に
つ
い
て
は
根
ヶ
山
徹
氏
「
乾
隆
嘉
慶
閒
刊
『
綴
白
裘
』
飜
刻
版
の
諸

相
」（『
村
山
吉
廣
敎
授
古
稀
記
念
中
國
古
典
學
論
集
』
汲
古
書
院
、
二
○
○
○
年
、

九
四
三
頁
）
に
詳
し
い
。



江
戶
朞
に
お
け
る
中
國
戲
曲
の
飜
譯

一
八
七

（
４
）　

延
廣
眞
治
「
柳
下
亭
嵐
翠
ノ
ー
ト
」『
近
世
の
學
藝
―
史
傳
と
考
證
―
』（
三
古
會

編
、
八
木
書
店
、
一
九
七
六
年
）
一
二
九
―
一
四
二
頁
。

（
５
）　

德
田
武
「『
曲
亭
傳
奇
芲
釵
兒
』
論
―
『
笠
翁
十
種
曲
』「
玉
掻
頭
」
と
の
關
係
に

お
い
て
―
」『
朙
治
大
學
敎
養
論
集
』
一
九
七
八
年
。

（
６
）　

德
田
武
「『
曲
亭
傳
奇
芲
釵
兒
』
と
「
玉
掻
頭
傳
奇
」」『
日
本
近
世
小
說
と
中
國

小
說
』（
靑
裳
堂
書
店
、
一
九
九
二
年
）
四
一
二
頁
。

（
７
）　

天
理
圖
書
館
『
天
理
圖
書
館
稀
書
目
錄　

和
漢
書
之
部　

第
三
』（
天
理
大
學
出

版
部
、
一
九
六
○
年
）
第
三
一
三
七
條
。

（
８
）　

本
論
文
が
引
用
す
る
『
壬
戌
羇
旅
漫
錄
』
は
一
八
八
五
年
刊
本
（
坦
正
菴
校
、
渥

美
正
幹
出
版
）
に
よ
る
。

（
９
）　
『
復
讐
梨
園
』（
飜
刻
は
『
京
都
大
學
藏
大
惣
本
稀
書
集
成
』
第
四
卷
を
參
照
し

た
）
口
繪
一
表
、
嵐
翠
題
詞
：「
小
旦
中
邑
重
卷　

歌
口

舞
袖　

變
行
挫
敵
功　

忘
身
高
義
氣　

赫
赫
斯
功
名　

嵐
翠
衟
人
題
」
口
繪
二
裏
、
嵐
翠
題
詞
：「
小
姐
藻

鹽　

殃
自
天
下 

八
刀
鳳
幃 

紅
絲
豈
誤　

終
遂
于
飛 
吳
山
柳
高
飛
書
」。

（
10
）　

石
田
元
季
「
尾
張
の
戲
作
者
椒
芽
田
樂
」『
劇
・
近
世
文
學
論
考
』（
至
文
堂
、
一

九
七
三
年
）
三
二
二
頁
。
初
出
は
『
紙
魚
』
一
九
二
六
年
。

（
11
）　
『
驛
客
娼
穿
』（
飜
刻
は
『
洒
落
本
大
成
』
第
二
十
三
卷
を
參
照
し
た
）
一
表
・
一

裏
、
嵐
翠
序
（
﨤
點
を
省
略
し
た
）：
不
勞
風
主
先
生
手　

盡
得
妓
娘
虛
與
眞　

掛

目
須
看
乳
臭
客　

忽
休
半
可
化
通
人　

衟
樂
上
人
錄
于
垂
楊
柳
下
」
鶴
人
跋
：「
鳥

井
二
ツ
越
て
宮
迄
行
ば
化
す
阿
龜　

化
さ
る
ゝ
於
客
て
れ
る
野
暮
ふ
ら
る
ゝ
自
惚
降

た
り
照
た
り
何
れ
狐
の
娵
入
の
如
く
諸
君
子
か
な
ら
す
大
池
の
邊
を
通
て
近
衟
を
行

共
女
郞
の
落
と
し
穴
へ
は
ま
ら
ぬ
よ
ふ
此
小
册
を
見
さ
つ
せ
い
ト
し
か
い
ふ　

綠
陰

軒　

靏
人
」。

（
12
）　

本
論
文
が
引
用
す
る
『
填
詞
胡
蝶
夢
』
は
國
會
本
に
よ
る
。

（
13
）　

本
論
文
が
引
用
す
る
『
芲
釵
兒
』
は
『
新
日
本
古
典
文
學
大
系 

八
○
』（
岩
波
書

店
、
一
九
九
二
）
に
よ
る
。

（
14
）　

馬
琴
は
フ
シ
の
內
容
に
よ
っ
て
曲
牌
名
を
作
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
【
芲
信

風
】
冐
頭
は
芲
を
歌
っ
て
い
る
。
後
で
出
て
き
た
【
靑
楓
歌
】
の
冐
頭
：「
深
草
や

稻
荷
の
山
の
も
み
ち
葉
は
。
靑
か
り
し
よ
り
色
づ
き
て
。」

（
15
）　

嵐
翠
原
文
：「
や
く
し
や
を
し
わ
の
し
し
て
」。
引
用
に
際
し
て
假
名
を
漢
字
に
改

め
た
。

（
16
）　

石
川
了
「
名
古
屋
洒
落
本
作
者
と
そ
の
周
邊
―
狂
歌
壇
的
背
景
を
中
心
に
」（『
國

語
と
國
文
學
』
一
九
八
九
年
）
に
よ
れ
ば
嵐
翠
は
享
和
三
年
寫
『
耶や

婦ぶ

連れ

衣ご
ろ
も

』
と

享
和
四
年
寫
『
任ぜ
に
し
だ
い
ほ
と
け
の
せ
り
う
り

價
佛
發
沽
』
の
洒
落
本
を
作
っ
て
い
る
。
し
か
し
筆
者
が
二

〇
二
一
年
九
⺼
に
名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
圖
書
館
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
一
九
六
四
年
五

⺼
に
『
耶
婦
連
衣
』
は
名
古
屋
市
熱
田
圖
書
館
「
尾
張
名
家
自
筆
本
展
」
で
出
品
さ

れ
て
い
た
が
、
そ
の
所
在
は
現
在
で
は
不
朙
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

（
17
）　
『
馬
琴
書
翰
』（
八
木
書
店
、
二
○
○
二
年
）
と
『
馬
琴
日
記
』（
中
央
公
論
社
、

一
九
七
三
年
）
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
二
人
の
交
流
は
長
朞
的
な
も
の
に
は
及
ば
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
九
⺼
二
一
日
篠
齋
宛
の
馬
琴
書

で
は
、『
今
古
奇
觀
・
莊
子
休
鼓
盆
成
大
衟
』（
こ
の
小
說
の
大
筋
は
『
胡
蝶
夢
』
戲

曲
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
）
を
「
感
心
し
が
た
く
候
。
憖
に
事
を
巧
に
し
て
、
莊
子
の

面
目
を
そ
こ
な
ひ
候
故
也
」
と
評
價
し
て
い
る
。
あ
ま
り
高
い
評
價
を
與
え
な
か
っ

た
だ
け
で
な
く
、
類
似
す
る
作
品
を
扱
っ
た
嵐
翠
に
つ
い
て
何
も
言
及
し
て
い
な
い
。

ま
た
、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
正
⺼
十
七
日
の
馬
琴
日
記
に
『
秋
燈
叢
話
』
を
披

閱
し
た
記
錄
が
み
え
る
が
、
日
記
で
は
『
秋
燈
叢
話
』
を
飜
譯
し
た
嵐
翠
に
觸
れ
て

い
な
い
。

（
18
）　

嵐
翠
が
ど
の
よ
う
に
原
文
を
選
ん
で
殘
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
一
定
の
ル
ー
ル
が

存
在
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
綺
麗
な
曲
辭
の
原
文
の
み
を
保
持
し
、
碎
け
た
セ

リ
フ
の
原
文
を
保
持
し
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

（
19
）　

中
村
幸
彥
氏
は
讀
本
の
こ
の
文
體
を
「
和
漢
混
淆
文
」
と
呼
ぶ
。
詳
し
く
は
中
村

幸
彥
「『
英
草
紙
』
解
說
」（『
日
本
古
典
文
學
全
集　

七
八
』
小
學
館
、
一
九
九
五



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
四
集

一
八
八

年
）、
濱
田
諬
介
「
雨
⺼
春
雨
の
文
體
に
關
す
る
二
三
の
問
題
」（『
近
世
文
學
・
傳

逹
と
樣
式
に
關
す
る
私
見
』
京
都
大
學
學
術
出
版
會
、
二
○
一
○
年
）
を
參
照
さ
れ

た
い
。

（
20
）　

本
論
文
が
引
用
す
る
『
新
刻
役
者
綱
目
』
は
石
川
縣
立
圖
書
館
李
芲
亭
文
庫
藏
本

に
よ
る
。
引
用
部
分
に
對
應
す
る
譯
文
：

【
地
唱
曲
】 
仙せ

ん

人に
ん

う
た
ひ
も
の
出で

端は

詞
あ
ア
ら
ふ
し
ぎ
や
。
こ
の
海う

な

原ば
ら

を
う
か
ゞ
へ
ば
。
靑せ

い

天て
ん

に
わ
か
に
か
け
く
も
り
。

雲く
も

と
も
な
く
霧き

り

と
も
な
く
。
た
ゞ
一
か
た
に
凝こ

り

あ
つ
ま
り
し
は
。
必ひ

つ

定ぢ
や
う

こ
れ
は
元げ

ん

鼉だ

蛟こ
う

龍り
や
う

、
彼か

の

蜃し
ん

樓ろ
う

を
ふ
き
あ
ら
は
す
か
。
は
て
。
い
ぶ
か
し
や
な
ア
。
ぶ
た
い
を

下
る
（
十
九
丁
オ
モ
テ
）

（
21
）　

伴
俊
典
『
日
本
に
お
け
る
中
國
戲
曲
受
容
の
基
礎
的
硏
究
―
江
戶
朞
か
ら
朙
治
朞

を
中
心
に
―
』（
早
稻
田
大
學
博
士
論
文
、
二
○
一
五
年
）
九
○
頁
。

（
22
）　

本
論
文
が
引
用
す
る
『
綴
白
裘
』
は
『
善
本
戲
曲
叢
刊
』
第
五
輯
（
臺
灣
學
生
書

局
、
一
九
八
七
年
）
に
よ
る
。
そ
の
底
本
は
鴻
文
堂
乾
隆
四
二
年
校
訂
重
鐫
本
で
あ

る
。

（
23
）　

內
山
美
樹
子
氏
は
「
上
演
の
朞
待
を
よ
せ
る
形
で
歌
舞
伎
脚
本
と
し
て
飜
譯
し

た
」
と
『
填
詞
胡
蝶
夢
』
を
評
價
し
て
い
る
（「
中
國
戲
曲
か
ら
『
生
寫
朝
顏
話
』

へ
の
流
れ
と
周
緣
」『「
朝
顏
日
記
」
の
演
劇
史
的
硏
究
―
「
桃
芲
扇
」
か
ら
「
生
寫

朝
顏
話
」
ま
で
―
』「
朝
顏
日
記
」
の
會
編
、
二
○
○
三
年
、
九
頁
）。
確
か
に
『
填

詞
胡
蝶
夢
』
の
舞
臺
書
は
詳
細
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
舞
臺
で
上
演
で
き
る
と
思
わ

せ
る
ほ
ど
合
理
的
で
あ
る
。
馬
琴
の
『
羇
旅
漫
錄
』
に
よ
る
と
、
嵐
翠
が
住
む
廣
小

路
柳
藥
師
あ
た
り
で
は
芝
居
が
賑
や
か
に
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。
嵐
翠
は
芝
居
に

詳
し
い
人
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

（
24
）　
『
日
本
古
典
文
學
大
辭
典
』
卷
一
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
）
三
四
○
頁
。

（
25
）　

京
都
大
學
文
學
部
國
語
學
國
文
學
硏
究
室
編
『
改
訂
京
都
大
學
藏
大
惣
本
目
錄
』

臨
川
書
店
、
一
九
九
七
年
。

（
26
）　

河
合
眞
澄
「『
曲
亭
傳
奇
芲
釵
兒
』
と
演
劇
」『
讀
本
硏
究
新
集
』（
翰
林
書
房
、

二
○
○
四
年
）
六
頁
。

（
27
）　

高
木
元
「
中
本
型
讀
本
の
展
開
」（『
江
戶
讀
本
の
硏
究
―
十
九
世
紀
小
說
樣
式
攷

―
』
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
五
年
）
一
一
一
頁
。「
中
本
」
と
は
讀
本
な
ど
の
半
紙

本
と
、
洒
落
本
な
ど
の
小
本
と
の
中
閒
の
大
き
さ
の
本
で
あ
る
。
中
本
型
讀
本
の
特

徵
に
つ
い
て
は
「
人
情
本
と
中
本
型
讀
本
」（『
中
村
幸
彥
著
述
集
』
第
五
卷
、
中
央

公
論
社
、
一
九
八
二
年
、
四
五
九
頁
）
を
參
照
さ
れ
た
い
。

（
28
）　

濱
田
諬
介
「
近
世
小
說
本
の
形
態
的
完
成
に
つ
い
て
」『
近
世
文
學
・
傳
逹
と
樣

式
に
關
す
る
私
見
』（
京
都
大
學
學
術
出
版
會
、
二
○
一
○
年
）
八
九
頁
。
初
出
は

『
近
世
文
藝
』
七
五
號
、
二
○
○
二
年
。

（
29
）　

插
繪
を
㊒
し
、
且
つ
像
贊
入
り
人
物
像
の
口
繪
を
持
つ
と
い
う
繪
入
根
本
も
少
な

く
な
い
が
、
こ
の
造
本
樣
式
は
繪
入
根
本
の
典
型
的
な
造
本
樣
式
に
は
な
っ
て
い
な

い
よ
う
で
あ
る
。
筆
者
が
調
査
し
た
京
都
大
學
藏
大
惣
本
の
繪
入
根
本
に
限
っ
て
も
、

像
贊
の
な
い
繪
入
根
本
は
文
化
三
年
以
降
に
『
三
勝
櫛
赤
根
色
指
』（
文
化
八
年
刊
、

曲
亭
馬
琴
序
）、『
お
芲
半
七
妹
背
通
轉
』（
文
化
一
○
年
刊
）、『
い
ろ
は
假
名
四
谷

怪
談
』（
歬
編
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）、
後
編
同
六
年
刊
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

し
か
し
こ
れ
ら
の
繪
入
根
本
に
は
彩
色
口
繪
と
役
人
替
名
が
揃
っ
て
い
る
が
、『
填

詞
胡
蝶
夢
』
に
は
こ
の
二
つ
の
要
素
が
な
い
。『
填
詞
胡
蝶
夢
』
は
繪
入
根
本
と
讀

本
兩
方
の
性
格
を
持
っ
て
い
る
が
、
造
本
樣
式
の
面
で
は
讀
本
の
ほ
う
に
近
く
、
繪

入
根
本
の
典
型
的
な
造
本
樣
式
を
取
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
。

（
30
）　

岡
崎
由
美
「
江
戶
時
代
の
元
曲
辭
典
『
劇
語
審
譯
』
に
つ
い
て
―
中
國
戲
曲
受
容

の
視
點
か
ら
」『
人
文
硏
究
』
神
奈
川
大
學
人
文
學
會
、
二
○
二
一
年
。
ま
た
、
黃

仕
忠
氏
は
「
日
本
江
戶
時
代
對
中
國
戲
曲
之
接
受
」（『
文
學
遺
產
』
二
○
一
四
年
）

で
、
江
戶
朞
に
お
け
る
中
國
演
劇
の
受
容
史
を
ま
と
め
て
論
述
し
た
。

（
31
）　

板
谷
徹
『
交
錯
す
る
琉
球
と
江
戶
の
文
化
―
唐
躍
臺
本
「
琉
球
劇
文
和
解
」
影
印

と
解
題
』（
榕
樹
書
林
、
二
○
一
○
年
）
を
參
照
さ
れ
た
い
。



江
戶
朞
に
お
け
る
中
國
戲
曲
の
飜
譯

一
八
九

『
填
詞
胡
蝶
夢
』
插
繪
（
國
會
本
一
七
丁
ウ
ラ
、
一
八
丁
オ
モ
テ
）

（
32
）　

樊
可
人
「
遠
山
荷
塘
『
諺
解
校
㊟
古
本
西
廂
記
』
の
成
立
經
緯
に
つ
い
て
」『
日

本
中
國
學
會
報
』
二
○
一
七
年
。

（
33
）　

嵐
翠
が
指
摘
し
た
部
分
の
『
填
詞
胡
蝶
夢
』
で
の
對
應
す
る
譯
文
：

第
三
紙
：（
貼
）
ア
ノ
か
も
じ
が
あ
る
か
や
（
淨
）
ヱ
何
じ
や
か
も
じ
。
な
ん
の
わ

し
が
鬘か
づ
ら

屋や

じ
や
あ
る
ま
い
し
か
も
じ
が
あ
つ
て
た
ま
る
も
の
か
い
な
ア

第
七
紙
：（
中
略
）（
貼
）
老そ
な
た
に
た
の
ん
だ
こ
ち
ら
の
こ
と
は
ど
う
し
や
つ
た
や

人
家
親
事
怎
麼
樣
說
了
（
淨
）
ハ
ア
こ
ち
ら
の
こ
と

○
と
は
申
し
何
の
こ
と
で
ご
ざ
り
ま
し
た
ナ
（
以
下
省
略
）

［
附
記
］
本
稿
は
日
本
中
國
學
會
第
七
十
三
回
大
會
（
二
○
二
一
年
十
⺼
九
日
）
に

お
け
る
口
頭
發
表
の
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
に
多
く
の
方
々

か
ら
御
敎
授
を
賜
っ
た
。
記
し
て
お
禮
申
し
上
げ
る
。
本
稿
の
作
成
に
あ
た
っ

て
李
思
漢
氏
か
ら
未
公
開
で
あ
る
博
士
論
文
全
文
を
ご
提
供
い
た
だ
き
、
李
氏

論
文
に
よ
り
藤
井
乙
男
舊
藏
本
（
天
理
本
）
の
所
在
を
知
っ
た
。
李
氏
に
謝
意

を
表
す
。
本
稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
文
獻
の
閱
覽
・
揭
載
を
ご
許
可
い
た
だ
い

た
諸
機
關
に
お
禮
申
し
上
げ
る
。




